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19世紀後 半の リヨンの絹織物 におけ るジャポニスム
広瀬 緑
はじめに
19世紀後半のヨーロッパでは,日本の絵
画や工芸品などをもとに日本の図案やモテ
ィーフ,あるいは表現方法を取 り入れた作
品が作られ,ジ ャポニスムと呼ばれる動き
が芸術界 に押 し寄せていた。これ以前にも
日本の美術工芸品は中国やオランダを経由
してヨーロッパに紹介されていたが19世紀
後半にはかつてないほど貿易が拡大し,万
国博覧会も開催されるなど日本の美術が一
般の人々の目に直接触れる機会が増えたた
め,その拡が り方も大 きいものであった。
このジャポニスムの現象は絵画の他,工 芸
や染織,音楽,写 真など広範にわたってお
り,フランスの染織品においては,おおま
かに流れをみると,綿製品のミュルーズに
おける製作活動 と絹織物のリヨンでの活動
に分けることができる。1850年代の後半に
は既にドイツとフランスの国境地であるミ
ュルーズで日本的なモティーフの綿製品が
日本への輸出用 として生産されており,そ
のための下絵 も描 かれていた1)。その後
1870年代の終わり頃からは絹織物の産地で
あるリヨンにおいても日本的な製品が作 ら
れていた2)。本研究では,こ のような製作
活動のために手本 となる日本の図案が どの
ような経路でフランスへもたらされたのか,
また このことがフランスの染織品にどのよ
うな意味を与 えるものであったのかを考察
し,当時のフランスの染織の動きの一つを
ジャポニスムという観点から考えていきた
い 。
1)...年のパ リ万国博覧会と1894年のリ
ヨン万国博覧会の織物出品物について
1889年のパ リ万国博覧会へのリヨンの織
物出品物の特徴は,素材においては,染 め
と織 りを組み合わせた新 しい織物技術が現
れたことがあげられる。またデザイン面に
おいては,特に菊の花など自然の草花をモ
ティーフにしたものが多く見受けられる点
にあると言える。このことは,それ以前の
リヨンの豪華な紋織とはかなり趣の違った
ものであった。出品物の中には,それまで
のように王室の室内装飾のためや僧侶のた
めのものばかりではなく,ドレス用 として
パ リのデザイナー,ウ ォル トのために製作.
したものもあって,当時の服飾にこれらの
草花モティーフの織物が使用されていたこ
とがわかっている3)。
さらに,その後の1894年に開催されたリ
ヨン万国博覧会でも,やはりいくつかの日
本的な要素をもつ織物が出品されている点
が特徴 となっている。モティーフにおいて
は,菊や燕など日本的なものと言えるもの
が採用されているが,そ の表現法において
は,遠近感のあるヨーロッパ的な空間表現
を用いた り,いっそう写実を極めるなど,
根底に流れる基本的な精神は西洋の伝統的
なものとなっており,日本のものの模倣と
は全 く違った,しか し和洋折衷的な不思議
な織物が製作された。このように,わずか
5年の間に二つの万国博覧会の出品物にお
いて,リ ヨンの織物は特にデザイン面にお
いての変化が顕著になっていった。
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2)日本とリヨンの交流について
さて,二つの万国博覧会の出品物のデザ
インが変化したことについて,1894年のリ
ヨン万国博覧会の段階では,リヨンのデザ
イナーたちはいくつかの日本の織物製品を
直接見て,日本のデザインや原理 を研究す
ることが可能であったものと思われる。そ
れには,まず京都から合計3回 の織物伝習
生が リヨンへ渡っていること,そしてその
後,京都や横浜の染織業者が1889年のパ リ
万国博覧会に織物を出品していること,そ
してそれらの製品は織 り方を調べるために
リヨンの商工会議所などが買い取ったこと
などから推察することができる。
3)ミ ュルーズからリヨンへのデザイン伝
播について
1850年代にはミュルーズにおいて日本の
モティーフを採用した綿製品が,日本への
輸出用 として製作されており,これらは日
本人の好みを考慮 して,全 く日本製品の模
倣か ら始 まっていた。 しかし,こ の地は
1870年の普仏戦争によってドイツに割譲さ
れ,製作活動はしだいに衰退していった。
一方,リヨンでは美術学校の生徒たちが
単調な織物デザイナーよりも画家 になるこ
とを望む傾向にあったので,デザイナーが
不足する時にはミュルーズのデザイナーに
デザインを依頼することがあった4)。それ
にミュルーズのデザイナーも花のデザイン
の点でリヨンを注目して戦争が始 まる前か
らしばしばリヨンを訪れていた5)。このよ
うなことからもこの二つの都市の問で日本
の図案に関する情報が行き来していた可能
性は考 えられる。
結 び
以上のよ うに ミュルーズ,リ ヨンにおい
て 日本的なテキスタイル製 品が製作 された
ことを万国博覧会の出品物 を中心に見て き
たわけだが,絵 画 にお けるジャポニスム と
違 って,非 常 に産業 に結びついた分野で あ
るた め生糸貿易や当時の服飾,と りわ けウ
ォル トとの関係 な どとも絡 んで独自の展開
をみせている と言 える。特 に リヨンは中世
以来,長 く伝統的 に王室のための豪華な絹
織物 を作 ってきたわ けだが,フ ランス革命
によってその需要 に大 きな打撃 を受 けた。
そして生産方針 としては大衆化の道へ進 ん
だのだが,そ の第一歩 がジャカー ドによる
大量生産 とい った技術革新であった。 この
発明は複雑な織 りを可能 にしたため,次 に
はデザインの ことが考慮 されなければな ら
なかった。ち ょうどそういった時代背景 の
ところへ 日本 のデザ インを取 り入れる機会
があった と考 え られ る。それまでの リヨン
の豪華 な紋織 が1870年代頃か らしだいに全
く違 うものへ と変化 し,日 本的な ものが現
れている状況 を考 えると,リ ヨンのデザイ
ナーにとって 日本のデザイ ンを採用す るこ
とは リヨンの産業の生 き残 りを賭けた選択
であったのではないか と考 えている。
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